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１） 団員数 

昼間合同巡回実施者： ２８名 

夜間合同巡回実施者： ２３名 

青パト巡回実施者：（同乗者を含む） ３名 

以上のどれかの巡回をしている人数： ５１名 

個人的に巡回している方７０名を加えると、トータル１２１名です。 

やはり夜巡団員が少なくなっています。 

 

２） ７月１６日～８月１５日の巡回実施状況 

✓ 合同歩行パトロール （自分の住む丁目を中心に実施） 

 
昼 夜 

実施日数 延べ参加者 実施日数 延べ参加者 

１丁目 １日 ８名  

  ９日 

３７名 

２丁目   １日 ５名   ３９名 

３丁目 １日       ２名 ２３名 

全体   ３日     １５名 ９９名 

 今月は梅雨明けと同時に夏日、真夏日、猛暑日が続き、夜の巡回も暑くて大変でした。 

 昼間の巡回は７月１９日、１日だけでその後は夏休みとなりました。 

 

✓ 青色回転灯装着車によるパトロール  (石神台内を現在は２台の登録車で随時実施) 

８月度：実施車両数：２台 実施回数：１６回  

延べ走行時間：１１時間１５分  走行距離：１１２km 

 

３） 不審車両と区別するステッカーの表示について 

 
調査した夜間９日間 

取りあえず９０％を

目標にしていますの

で住民の皆様に更に

ご協力をお願いいた

します。 

路上駐車台数 ｽﾃｯｶｰ有数 ｽﾃｯｶｰ有比率 

１丁目    ３１台 ２６台 ８３．９％ 

２丁目 １８台 １６台 ８８・９％   

３丁目 ２４台 ２１台 ８７．５％ 

全体 ７３台 ６３台 ８６・３％ 

 夏休み、連休、お盆休みなどがあり、帰省された方も多かったようで他府県Ｎｏの車が目立ちました。 

 最近としては駐車台数が多かったですが８６．３％はまずまず良い方でした。 

駐車する場合はステッカーを入れるのは１５年程前から石神台のルールになっていますので、帰省され 

た方も是非、守って頂きたいと思います。 

回覧 



４）ガーディアンの気持ち…《町内会パトロール、幼い子の声援》 

  十数年ぶりに町内会の班長の当番が回ってきた。前の当番の時にはなかった夜間防犯パトロールが、 

月に１回行われるようになっていた。自由参加だが、地域の火災や犯罪を防ぐ助けになれば…との思

いで参加した。ヘッドランプを点けて先頭を歩く人、拍子木を打ち鳴らす人に続いて、みんなで「火の 

用心、振り込め詐欺用心、空き巣に用心」と、大声で唱和しながら住宅地を歩いた。 

 集合住宅の前に来た時、幼い子供と父親がパトロール隊に近寄ってきた。「いつも子供が“お祭りが

来た！”と喜んで、楽しみに待っているんです」と言う。拍子木のカチカチという音とか、掛け声から 

お祭りを連想したのだろうか？集合住宅の２階を見ると子供とお母さんが顔を出して「頑張って～！」

と手を振っている。 

 坂道の多いコースだったが幼い子供達の声援に疲れが吹き飛んだ。この子たちが安心して暮らせる

地域でありたい。静かな住宅地に、パトロール隊の掛け声は遠くまで響いた。 

 今夜は気持ちよくぐっすり眠れそうだ。   （今回は他地区、横浜のガーディアンさんの投稿でした）  

  

５） 大磯警察より 

＊今月は、自転車やオートバイの盗難が多かったです。ちょっとの駐車でも施錠をして下さい。 

＊夏休みになるとお子さんの交通事故に気を付けて下さい。また、甘い言葉や、優しい言葉でお子さ 

んを誘惑する犯罪も増えてきます。日頃からお子さんには甘い言葉や優しい言葉で近付いてくる

犯罪者に注意するようにして下さい。 

 

６）編集部より 

  ＊７月２７日（土）、久しぶりの交番の日の合同パトロールがありました。 

    子供 ３人、街区委員 ９人、 ガーディアン １２人で合計２４名でした。 

   

 

石神台ホームページ 

https://ishigamidai.com  海の見える街 大磯町石神台 

  

大磯警察 生沢駐在所だより （ふれあいパトロールたかとり）は： 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_12.pdf  

大磯警察 大磯駅前交番だより （おおいそ）は： 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_06.pdf 

 

 

 

 

 

 

挨拶で犯罪なくそう石神台 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_06.pdf


７） 番外・付録・おまけ…《まさか母が詐欺にー！》 

藤沢市に住む母（７９歳）から私（浦島太郎・仮名）に電話がかかってきたのは７月２９日午後６時過ぎ

だった。石川県の金沢支局で、新聞に掲載する原稿を取りまとめるデスクをしている私にとって最も忙

しい時間帯でした。 

「こんな時間に何があったのか？」そう思って電話に出ると、いきなり母の小言が聞こえてきた。 

「太郎！お金は届いたの？」 「お礼の電話くらいしなさい！」 

「お金？」 「お礼？」何のことか分からず、頭が混乱する。だがすぐにピンと来た。「オレオレ詐欺」の

類の特殊詐欺に引っかかったのではないか…？ 

「お金を送るように頼んでないよ」そう言い返すと、母は答える。「朝からお金が必要だと３０回以上も

電話をしてきたじゃない」 

■「オレ，タロウ」 

タロウを名乗る電話の主は暗号資産で１億数百万円儲けていたが、国税庁に税金滞納を指摘され、

この日に３００万円払わないと逮捕されるそうだ。母がタンスの底から３００万円をかき集めたことを知

らせると、あと１４５万１０６３円必要」と細かな金額を数度にわたって積み上げてきた。 

 自宅に訪ねてきた弁護士を装う男に、母は現金４７８万円を巾着袋に入れて手渡した。 

「それは詐欺だよ！直ぐに警察に電話して」と叫んだ。 

 デスクの仕事を途中で同僚に託し、電車を乗り継ぎ、未明に実家に帰ると、母はくたびれた顔をして

布団に座っていた。「いやな世の中になったね」。そうつぶやいた。月に１度は電話をしていたが７月

は参院選で仕事が忙しくて電話をしていなかった。丸い母の背中に無言で詫びた。 

 母は「声はあなたの声にそっくりだった」と振り返る。私が「お金を送ってくれ、と頼む事はないから」

と言う度に、母は「そんなのわかっている」と笑っていなしていた。  （８月７日、読売新聞の記事より） 

                 

 ８月７日の読売新聞に載った、本当のお話です。 

皆さんはこれを読んでどのように感じましたか？ 

「ウソ！、笑い話？」と思ったでしょうか？ 

「私は絶対に引っかからない、騙されない」と誰しも思うでしょうね。 

しかし実際はこんなに簡単に騙されてしまうのです。 

 神奈川県では今年になって、毎日６件、１，１４０万円の被害が発生しています。 

また大磯警察署管内では今年７月末時点で５件、総額３，７８０万円の被害額が発生しています。 

本当にあなたの身近で起こっているのが現状です。 

皆さん、「私は絶対大丈夫」と思っている人も、もう１度注意をして下さい。 

 


